んも、 何とい うこと なしに、 軽く 頭 を 下げました。 

ところが、 その 江 口さん の 家に、 いろいろ 思う に 任 

せぬ ことがあったり、 娘さんの 健康が すぐれなかった 

りして、 春の 末 頃から、 江 口さん はなんだ か 気持ちが 

沈みが ちで、 不安な 影 を 胸う ちに 感ずる よ うにな り ま 

した。 

そのこと を、 江 口さん は、 日頃 懇意に している A 女 

を 訪れた 際、 世間話の ついでに、 訴えて みました。 

A 女 は いわゆる 戦争未亡人で、 普通の ひとです が、 

実は、 彼女 自身で は 誰に も 口外し ませんで した けれど、 

神仏 二道の 行 を 深く 積んで いて、 特殊な 能力 を 会得し 



ていました。 それ を、 江 口さん は 知っていました。 二 

人と も 四十 五 歳ば かりの 年配で、 未亡人 同士な もので 

すから、 普通の 主婦た ちょり は、 立ち入った 交際が 出 

来たので しょう。 

江 口さん は A 女の 顔色 を 窺いながら、 言いました。 

「なんだか 気になる から、 ちょっと、 みて 下さい ませ 

ソ i o - 

んカ 」 

「みるって、 なに をです の ご 

「まあ、 とぼけな くっても、 いいじゃありません かご 

「べつに、 とぼける わけではありません けれど …… 。 

でも、 たいへんな ことになると、 わたくしが 困ります 



からね え ご 

「大丈夫、 御迷惑 はお かけし ません から …… ご 

A 女 はじつ と 宙に眼 を 据えました。 もともと 痩せて 

る頰 です が、 その 蒼白い 皮膚が 引き 緊 りました。 

「だいたい 分リ ますが …… 。 とにかく、 助 経して 下さ 

いご 

江 口さん も 一 通り は 読経が 出来る のでした。 

A 女 は 数珠 を 手に して、 祭壇の 前に ぴたりと 端坐し 

ました。 地袋の 上の 棚に、 壁の 丸窓 を 背に して、 一方 

に 仏壇が あり、 一 方に は 白木の 小さな 廚 子に 北辰 妙 見 

と 木 花開耶 姫と が 祭って あります。 



静かに 読経が 始まりました。 

無上 甚深 微妙 法 百 千 萬 劫 難 遭遇 

我 今 見聞 得受持 願 解 如来 第 一 義 

それから 声が 高くな つて、 「開 経偈」 を 誦し 終る と、 

他の 経文 はぬ きにして、 いきな リ 御題目に はいり まし 

た。 

繰り返し 繰り返し、 御題目 を 唱えて いますう ちに、 

やがて、 A 女 は 声が つまって くるの を 感じました。 肱 

を 張って 合掌して る 両手に、 痺れる ほど 力 を こめ、 な 

お 御題目 を 唱え 続け ましたが、 その 声 は 次第に 低く 細 

くな り、 瞑目して る 瞼のう ちに 顕現した ものが ありま 



音な き 声が 聞え ます。 

ミ 口 ク だぞ。 

間を置いて、 また 聞え ます。 

—— 近々 に 火が 出る から、 気をつけ たがよ かろう。 

間を置いて、 また 聞え ます。 

—— 火 伏せの 神 ゆえ、 出来るだけ は 守護して やる。 

それから、 問答と も 知れず 会得と も 知れない、 微妙 

な 境地に はいります。 

御題目の 声が、 次第に 安らかに 出て きました。 気が 

晴れ、 A 女 は 眼 を 開き、 なお 暫し 御題目 を 唱え、 それ 



から ぴたりと 切って、 最後に、 「宝塔 偈」 と 「発 願」 と 

を 誦し 終りました。 

A 女 は 江 口さん の 方へ 向き 直り、 見据える ようにし 

て いました。 

「ミロ ク という かた、 御存じです かご 

江 口さん はふし ぎそうに A 女の 顔 を 見上げました。 

「身禄 さんなら、 知っています ご 

「どういう かたです かご 

そこで 江 口さん は、 身禄 さんの こと を 話し、 通りが 

かりにた だなん となく お 時 儀 をして いる こと を 打ち 明 

けました。 



「それで 分りました。 その ミロ ク さん は、 御 近所の 土 

地の 火 伏せの 神です。 近々 のうちに 火事が 起る かも 知 

れ ません から、 大事に ならない よう、 ぉ詣リ をなさい 

ませ。 お 塩と お 米 をお 供えな さる だけで、 結構です。 

なるべく 皆さん 大勢で、 ぉ詣 りな さった が 宜しいで 

しょう。 うち 捨てて おかれて は、 災難が 起リ ます。 わ 

たくし も、 近日、 ぉ詣リ して あげましょう ご 

それで ほっと 息をついた 様子で、 A 女は頰 笑み、 姿 

勢 をく ずして、 ふだんの 親しい 調子に 戻りました。 

江 口さん はなお、 いろいろ 相談し ました。 A 女 は 助 

言して やりました。 それから 他愛ない 世間話と なり ま 



した。 

ところで、 江 口さん が 住んで いる 家と いうの が、 戦 

争 前 は 下宿屋で もして いたらし い 大きな 家で、 室が た 

くさん あって、 十 近く もの 家族が 住み、 それぞれ 自炊 

している のです。 

身禄 さんの こと を 江 口さん は 気に かけて、 吹聴して 

廻りました。 A 女の こと は 堅く 口止めされ ていました 

故、 た だ 漠然と ど こから ともなく 聞いて きた ことにし 

て 話しました。 すると、 だいたい 三つの 説に わかれ ま 

した。 そういう ことなら まあお 詣り をして おこう、 と 

いう 当り 障りの ない のが 一 つ。 そのような こと はどう 



でも 宜しい、 という 無関心な のが 一 つ。 この 科学の 世 

の 中にば かなこと を 言う もので はない、 という 反対な 

のが 一つ。 一向 まとまり はっきませんでした。 

ただ、 江 口さん とほかに 二 家族 だけが、 身禄 さんに 

時々 ぉ詣り をし ました。 碑の まわり を 掃除したり、 草 

をむ しったり しました。 A 女 もまた、 江 口さん に 案内 

されて、 ぉ詣り をし、 読経 を 捧げました。 

そして、 二 ヶ月ば かりたった ある 夜、 不思議な こと 

が 起り ました。 

深夜、 A 女 はふと 眼を覚 しました。 へんに 息苦しく、 

異様な 気持ちでした。 瞳 を宙に 凝らして いますと、 音 



なき 声が 聞え ました。 

^一 了。 

フ, ィ 

しかし、 その 声 を 聞いた あとで、 A 女 は 我に 返って、 

これ は 厄介な ことにな つたな、 と 思いました。 夏の こ 

とで はあり ましたが、 夜中に 起き 上って 水 を 浴びる の 

は、 難儀な ことに 違いありません。 それでも、 水 行と 

いう その 無音の 声に は、 どうしても 逆らえません でし 

た。 

彼女 は 起き 上って、 風呂場に はいり、 浴槽に 水道の 

水 を 注ぎ、 そして 素 裸と なりました。 

さて 水 行と いっても、 バケツで 浴びる か、 手桶で 浴 



を 切らして います。 A 女の 顔 を 見る と、 いきなり 言い 

ました。 

「やっぱり、 火が 出ました よ。 でも、 ボャ でよ かった ご 

「わたくしに は、 もう 分って おりました。 まあお 上り 

なさい よご 

「いえ、 そうして はおられません の ご 

玄関での 立ち話し でした。 

「どうして、 お分りに なり ましたの ご 

A 女 は 昨夜の こと を 話しました。 その 落着き 払った 

様子 を、 江 口さん は 呆れた ように 眺めて いました が、 

こんど は せかせかと、 事の 次第 を 話しました。 



「ええ、 もう 大丈夫で しょうご 

「いやに 落着いて いらっしゃる のね。 わたくし、 大急 

ぎで お知らせに 上つ たんです のよ。 まだいろ いろ 用が 

あるし、 また 伺います わご 

江 口さん は 急いで 帰つ て ゆきました。 

それから、 小火の 後始末が 一 段落つ きます と、 江 口 

さん は、 A 女の 名前 だけ は祕 して、 前後の こと を やや 

詳しく 人々 に 語りました。 それ はた だ 偶然の 一致に 過 

ぎない と、 やはり 取り合わない 者 も ありまし たが、 身 

祿 さんに ぉ詣 りする 者 はずつ と 多くな り、 寺の 住職に 

たのんで、 供養の 塔婆 も 建てられました。 



江 口さん はなお、 身禄 さんのお 祭り をしょう とまで 

考え ましたが、 余リ 大袈裟に しない 方が よろしかろう 

との、 A 女の 助言に、 すべて 従う ことにしました。 

そして その後、 身禄 山の 碑の 前に は、 誰が すると も 

なく、 米塩の 供物が 絶えませんで したが、 それが いつ 

まで 続く か は 分り かねます。 ただ、 身 禄山は 付近の 土 

地の 火 伏せの 神 だと、 広く 知られる に 至りました。 

第一 一 話 

A 女の 親しい 友 だち に、 村 尾さん という ひとが あり 



ました。 これ も、 同じ年 配の 未亡人です。 

秋の ある 日、 A 女 はなに か 些細な 用事で、 村 尾さん 

を 訪れ ましたが、 女 同士の ことと て、 殊に 未亡人 同士 

のこと とて、 とりとめ もない つまらない 話が、 それ か 

ら それへ と 枝葉 を 伸ばして ゆきました。 そのうちに ふ 

と、 村 尾さん は 言いました。 

「ねえ、 家相と か 方位と かいう ものが、 ほんと にある 

もので しょうか。 あなた はどうお 思いになります の ご 

村 尾さん は 江 口さん とちが つて、 A 女の 信仰の こと 

など、 一向に 知らない のです。 

A 女は頰 笑みました。 



建って る 六 軒の 家に、 みな、 ろくな ことはありません 

でした。 一 軒 は、 夜盗が はいって、 奥さんの 衣類 を ごつ 

そり 持って ゆかれました。 一軒 は、 娘さんが 虚弱で、 

学校 も 休みが ちでした。 他の 三 軒に は、 みな、 肺 を 病 

ん でる 女人が ありまして、 今 井さん とこと 同様な ので 

村 尾さん は 溜 息をつきました。 

「ねえ、 なんだか へんで しょうご 

A 女 は 簡単な 合槌 をう つ て 話 を 聞いて いました が、 

眼 尻が 少しつ り 上り、 瞳が 据 つてく ると、 いきなり 言 

いました。 



「それ は、 地所の 障りです ね ご 

言つ てし ま つ てから、 A 女 はは つ と 気づきました。 

よけいな こと を 口に 出した という、 軽い 後悔の 念を覚 

えました。 

「え、 地所の 障りと いいます と …… ご 

村 尾さん は 真剣に 問い かけて きました。 他人 さまの 

ことなら とにかく、 自分の 娘の 嫁入って る 家が そこに 

あります し、 娘が げんに 病人の 一人な のです。 

A 女 は 当惑し まして、 なるべく ぼんやりした 調子 を 

取る ことにしました。 

「どんなと ころ か 知りません が、 女 ざ わりの 地所で は 



ありません かしら ご 

「女 ざ わりの 地所って、 そんなの が ある ものでしょう 

ゝ o _ 

力 」 

「世の中に は、 いろいろな ものが あります からね え ご 

「女 ざ わりの 地所 …… どうして そんな ことが、 あなた 

にお 分りになります の ご 

「いえ、 ただ ふっと、 そんな 気がした だけです のよ ご 

「わたくしに は 信じられません わご 

A 女 は 口 を噤ん で、 じっと 宙を 見つめて いました が、 

ぴくりと 眉 根 を 寄せました。 

「お嬢さん は、 いえ、 お 娘さん は、 だいぶお 悪 いんで 



す 力 」 

「そう 悪い という こと もありません が、 どうしても 微 

熱が とれな いんです の ご 

「まあせ ぃぜ いお 医者 さ ん の 言う こと をき いて、 充分 

に 養生な さるんで すね。 それが 第一で、 それから …… 

そうね え 。」 

A 女 はしばし 黙って いました が、 突然、 言いました。 

「その、 地所 内に、 なに か 祭った ものが ある 害です。 

それから、 大きな 木 を 切り倒して ある はずです。 御存 

じありません かご 

「わたくし は 聞いた ことありません けれど …… ご 



「そんなら、 調べて ごらんなさい なご 

「それから どう すれば 宜し いんです の ご 

「まあ 急ぐ こと はありますまい。 あとで また 申し ま 

しょう。」 

地所の 件に ついての 話 は それき りに なって、 A 女 は 

辞し 去りました。 

それから 中二 日お いて、 村 尾さん は慌 しく A 女を訪 

れ てきました。 

座敷に 通る と、 村 尾さん は、 A 女が お茶 を いれよう 

とする の もも どかし そうに、 いきなり 言いました。 

「ふしぎね え、 あなたが 仰 言った 通りです よご 



「いったい 何の ことです の ご 

「そら、 あの 相 良さん の 地所の こと …… ご 

村 尾さん は あれから、 今 井さん のと ころへ 行って、 

A 女の 告げた ことが 本当 かどう か、 問いた だした ので 

した。 

一 つ はすぐ に 分りました。 相 良家の 屋敷の 隅に、 小 

さな 稲荷の 祠が ありました。 石 を 畳んだ 土台の 上に、 

木の 御堂が 立って おります。 戦災 当時 は 樹木の 茂みに 

でも 護ら れ たかして、 焼け残った のでしょう。 その 樹 

木 も あらかた 燃料に 切られた らしく、 今では 雨曝しに 

なって いました。 そしてた だう ち 捨てて ありました。 



も 一 つ は、 今 は 残って いませんで したが、 聞き合せ 

て 分りました。 分譲地 一帯 は、 ゆるい 傾斜面に なって 

いまして、 今 井さん の 下手の 家 を 建てる 時分、 そこに 

大きな 樹の 切株が あった そうです。 建築 をす るた め、 

地なら し をす る 時、 切株 は 取り除かれた のでした。 

A 女 は その 話 を 注意 深く 聞き 終って から、 小首 を 傾 

げ ました。 

「それだけです かご 

「ええ、 二つと も 確かに ありました わご 

「も 一 つ ある 害です がね え ご 

「どんな ものです の ご 



「なに か、 捨て去られた ものの ようです ご 

「それで は、 も 一度 行って 調べて みまし ようご 

村 尾さん はしみ じみと A 女の 顔 を 見守りました。 

「でも、 まったく ふしぎね え、 あなたに どうして そん 

な ことが お分りになります の ご 

A 女 は さりげなく 笑いました。 

「じつは、 いくらか 信仰の 道に はいった ことが ありま 

して、 今 も 修業 は 続けて おります が、 なかなか 思うよ 

うに は 参りません。 ただ、 申して おきます が、 わたく 

し は、 普通の 行者と か 占い師と か、 この頃 はやりの 新 

興 宗教の 人と か、 そういうのと は 少しく 違います から 



A 女 は 最初に 念 を 押しました。 

「申して おきます が、 御 病人た ち は、 医療 を 怠りな さ つ 

てはいけ ません よ。 それ を 充分に なさらな いと、 どう 

にもな りません。 わたくしの 方の こと は、 霊界の こと 

で、 謂わば 科学の 蔭に かくれた ことです。 医療 を 充分 

にな さりながら、 これ をな さると、 宜し いんです けれ 

ど …… さあ、 どうです かねえ、 なかなかむ つかしい か 

も 知れません ね ご 

お 稲荷さん を 新たに お祭りす る こと —— これ は 相 良 

家に して 貰えば よろしい。 樹の 切株の あった 場所 をお 

祓いして 浄 める こと — これ は 神.？ 目で も 僧 se でも 行者 



でもよ いが、 然るべき 人に 頼んで、 皆さんで なされば 

よろしい。 お 地蔵さん を 新たに お祭りして 世に出して 

あげる こと これ も 然るべき 人に 頼んで、 皆さんで 

なされば よろしい。 以上の 三つで、 至極 簡単な ことの 

ようでした。 

村 尾さん はもう すつ かり A 女の 言う こと を 信じて い 

ましたから、 早速、 今 井さん のと ころへ 行って、 夫婦 

に 事の 次第 をう ち 明け、 実行に 取リ掛 るよう 勧め まし 

た。 

ところが、 いざと なると、 A 女が 言った ように、 諸 

人の 議が なかなか まとまりませんでした。 身禄 さんの 



時と 同じでした。 

今 井さん 夫婦 は、 村 尾さん から 説かれて 賛成し まし 

たし、 他に 賛成す る 者 も ありまし たが、 全然 無関心な 

者 も あり、 強硬に 反対す る 者 も 出て 来ました。 なにし 

ろ、 多少な りと 金の かかる ことです し、 常識的に 見て 

迷信め いた 事柄でした。 迷信 はすべ て 打破し なければ 

ならない というの が 通念な のです。 

それに、 相 良家の 方で も、 主人が 旅行 中で、 交渉し 

て みても、 はっきりした 返事が 得られませんでした。 

ただ 徒らに 日が た つ て ゆきました。 

村 尾さん は 様子 を 聞いて、 A 女に 言いました。 



「一向に 話が はかどらない そうです よ。 先に 立って や 

ろうとい う 人がない らし いんです の ご 

A 女 は 静かに 答えました。 

「おおかた、 そんな こと だろうと、 わたくし も 思って 

おりました ご 

村 尾さん に は、 A 女 自身まで が 冷淡な ように 見え ま 

した。 

する うちに、 事情が 一 変し ました。 相 良家の 主人が 

旅から 帰って来て、 右の 話 を 聞きます と、 稲荷さん を 

祭る の もよ かろうと 言いました。 そんな ことに 何も こ 

だ わる 必要 はない し、 屋敷 内に 祭って あった ものなら、 



新たに 祭り 直しても 構わない し、 ついては、 どういう 

人 か 知らないが、 村 尾さん のお 友 だち とかいう その 人 

にも 立ち会って 貰いたい が、 その代り、 樹の 切株の こ 

とや、 地蔵さん のこと に は、 うちで は 一切 関係し ない、 

とそう 言う のでした。 

分譲地の 人た ちの 方で も、 反対者 を 除いて、 地所の 

祓い 浄め をして みょうとい うこと になり ました。 だん 

だん 調べて みると、 切株の 樹が 茂って いた 昔、 その 枝 

で 縊死 を 遂げた 女人が あ つ た 由でした。 

そして、 相 良家の 稲荷さん は、 新たに 祭り 直され ま 

した。 A 女 は 無理に 頼まれ、 名前 は 匿して、 古い 御堂 



地蔵と いっても、 高さ 四 尺ば かりの 自然 石の 表面 を 

削リ、 台座 を 下部に 残して、 地蔵の 姿 を 浮き彫り にし 

たもので す。 そして 片 わきに、 奉 〇〇 院 〇〇 信女 霊位、 

という 文字が 刻んで あります ので、 恐らく、 墓碑 を 兼 

ねた もので、 故人の 冥福 を 祈って 地蔵の 姿 を 彫った の 

でしよう。 他の 片 わきに、 壬 辰 天 二月 十四日、 という 

文字が あります が、 これ だけで はいつ の 頃の もの やら 

分らず、 石 はだい ぶ 欠け 損じて いて、 たいへん 古い も 

のの ようです。 

この 石 を、 誰も 始末しょう とする 者が ありませんで 

した。 そのこと を 村 尾さん から 聞いて、 A 女 は 自分で 



やる ことにしました。 そこから さほど 遠くない 所に、 

以前から 懇意な 住職が いました ので、 それへ 相談し ま 

すと、 寺の 境内の 空地 を 快く 貸し 与えて くれました。 

その 寺 は 格式の 高い もので したが、 戦災に あって、 小 

さく 再建され たばかりで 境内 は 広々 としてお ります。 

地蔵さん の 供養の 費用と して は、 相 良家の 分譲地の 

人々 から 志 だけの 金 を 集め、 不足の 分 は A 女が 負担し 

ました。 住職の 方で ももと ょリ 金額な ど は 問題に して 

いない 事柄で したから、 少 いながら も A 女の 見計らい 

によった のです。 石 を 運ぶ のに は、 分譲地の 一軒に 住 

ん でる 大工 職の ひとが、 リャ 力— と 労力と を 提供して 



くれました。 

寺の 石 門 を はいって、 石畳の 道 を 進みます と、 左手 

に、 経 塚の 碑が 大きく 建って おり、 新しく 植え込まれ 

た 檜 葉 や 呉竹の 茂みが あります。 その 茂みの そばに、 

地蔵さん は 安置され、 花が 供えられ、 無縁仏の ための 

塔婆が 立てられました。 

分譲地から 来た 数名の 人々 を 後ろに して、 老年の 住 

職と、 少し さが つ て A 女と は 声 を そろえて 読経し まし 

た。 最初の 開 経偈と 最後の 宝塔 偈 との 間に、 妙法 蓮華 

経の なかの、 「方便 品 第二」 と 「如来 寿 量 品 第 十六」 が 

誦唱 されました。 



斯 くして、 地蔵さん は そこに 落着き ましたが、 もと 

は 無縁の 墓碑 を 兼ねた ものであった としても、 地蔵 さ 

ん である 限り、 なに か 名前が いります。 A 女 は 寺 内の 

座敷で、 老 住職に お 礼を言って 対談して いますう ちに、 

ふと 胸に 浮んだ ものが ありました。 

「あのお 地蔵 さま、 延命 地蔵と 申しまして は、 如何で 

ございましよう かご 

「延命 地蔵 …… 宜しいで しょうご 

そこで 延命 地蔵と 名 づける ことにな りました が、 そ 

の 本来の 意味 は、 普通の ものと 少し 違って います。 そ 

の 地蔵さん は、 嘗てう ち 捨てられ ていたの を、 あの 地 



A 女と 同じ年 配の 未亡人に は、 なお、 小 泉さん とい 

う ひとが ありまして、 これ も 親しく 交際して ぉリ まし 

た。 世の中に はずい ぶん 未亡人が 多い ようです。 

あるつ まらない 用事で、 A 女 は 小 泉さん を 訪れて、 

つい 話し こんで しまいました。 春 さきのこ とで、 炬燧 

の 温みに 引き留められた、 とも 言えましょう か。 

違い棚の 上に、 見馴れない 新しい 硯 箱が 置いて あり 

ました。 蓋に は、 渋い 朱色に 銀 象眼が 散らして ありま 

「しゃれた ものです わね。 新しくお 求めな すった の ご 

「達 吉が掊 えたんで すの よ。 気紛れに、 つまらな いこ 



間取りの ことな ど、 達吉の 意見 を 求めました。 達吉は 

いささか 困つ てるよう でした。 

そのような こと を、 普通の 世間話の 一 つと して、 小 

泉さん は 話しました。 

A 女 は 何気なく 聞き流して いました が、 自分で も 気 

付かぬ うちに、 ひょいと 言って しまいました。 

「その 資金の 話 は、 今年 中 はまと まりません ね。 それ 

から、 女将さん は 手広く 商売 をしたい と 考えな すって 

るよう です が、 それ はだめ です ね。 まあ 一室ず つ 建て 

増しで もして、 手堅く やる ことです よご 

そこで 二人とも、 へんに 黙り こんで しまいました。 



A 女の 方で は、 由ない こと を 言った もの だと、 後悔の 

念が きざした のです。 小 泉さん の 方 は、 互に 知り合い 

である 村 尾さん から、 A 女の 隠れて る 半面 を ちらと 聞 

きか じっていました ので、 A 女の 今の 言葉 を 胸に 味つ 

てみ たのです。 

やがて、 A 女 は さりげなく 笑いました。 

「よけいな こと を 言って、 御免なさい。 ちょっと、 そ 

んな 気がした ものです から …… ご 

「なに 仰 言る のよ。 松し まの ことなん か、 わたくし は 

何とも 思つ てはいません わご 

そして、 話 は 他の ことに それました。 



ところが、 あとで、 小 泉さん は達吉 に、 A 女の 言つ 

たこと を 伝え ましたし、 達吉は それ を また、 何 かの つ 

いでに、 松し まの 女将の 耳に 入れました。 

それだけ ならば、 なんの こと もなかつ たのです が、 

小 泉さん は 次の 機会に、 松し まの 噂 を またもし ました。 

達吉 から 聞いた こと も 伝える という、 それ 以外に 他意 

はなかった のでした。 とにかく、 女と いう もの はお 饒 

舌り な ものです。 

「達吉 が 女将さん から 聞いた ところに よります と、 

やっぱり、 資金の 話 は、 今年 中には まとまりそう もな 

いらし いんです の。 そして、 手堅く やって ゆく ことに、 



女将さん も 賛成ら しいんです よご 

「そうでしょう とも、 それが ほんとうです わ。」 

それ はた だ 軽い 応対で したが、 A 女 は その あとで、 

忠告す るよう に 言いました。 

「あのうち に は、 熱心に 信仰した ものが ある はずです 

よ。 それが 今 はう つち やって あります。 も 一度 信仰な 

されば、 きっとよ いこと があります でしよう。 どうや 

ら、 伏 見 稲荷の ように 思われます がね …… ご 

「そのこと、 達吉に 聞かせて みましょう かご 

A 女 は 夢から 覚めた ようにび つ くりし ました。 

「いけません。 そんな ことい けません よ。 どうか 内緒 



にしと いて 下さい。 わたくし、 ちょっと 思いつい ただ 

けです もの ご 

A 女 はよ く 念 を 押してお きました。 

けれども、 小 泉さん にと つて は、 そんな こと、 大し 

たこと でもありませんで したが、 また、 ちと 気に かか 

る ことで も ありまし たので、 達吉に 話して しまい まし 

た。 

すると、 達吉 はたい へんな 頼み ごと を もたらし てき 

ました。 

松し まで は 以前、 伏 見の 稲荷さん を 祭って 信仰して 

いました。 戦災 後 は そのまま になって いました が、 女 



A 女のと ころへ 飛んで 来て、 なんとかして ほしいと 頼 

みました。 

A 女 は 眉 を ひそめました。 

「だから、 わたくし、 初めから 言って おいた じゃあり 

ません かご 

「ええ、 それ はそう です けれど、 まさか、 こんな こと 

になろうと は 思わなかった ものです から …… ご 

「わたくし はま だ、 自分の 信仰の 道 を、 売り物に はし 

たくありません の。 松し まさん のこと だから、 謝礼と 

かなんと か、 そんな こと を 言われる に 違いありません _ 

なんだか、 普通の 行者 や 易者な どと、 同じように 見ら 



それ を 聞いて は、 A 女 も 無下に は 断り かねました。 

名前 だけ はあくまで も祕 して、 という 条件で、 小 泉 さ 

んと 一 緒に 出かけて 行く ことにしました。 

約束の 日に、 A 女 は 自分の 身に 御 経が け をして 出か 

けました。 普通の 行者な みに 見られて は 忌々 しい もの 

ですから、 入念にお 化粧 をし、 お 召の 着物に 塩 瀬の 帯、 

紋 付の 羽織 を ひっかけました。 小 泉さん は A 女より 少 

し 背が 低く、 なんだか 付添いの 女中の ように 見え まし 

た。 

松し まの 入口 は、 手狭い 洒落た 造りで、 そこ を はい 

ると、 ゆるやかな 上り勾配の 地面に 砂利 を 敷きつ めた 



のが、 思いがけなく 広がり、 突き 当りに 寒竹の 茂みが 

あって、 左手が 玄関の 式台と なって います。 

A 女 はちよ つと、 寒竹の 茂みの 前に 足 を 止めました。 

—— ここ だ。 

音な き 声が しました が、 彼女 は 素知らぬ顔 をして、 

屋内へ 通りました。 

女中に 案内され て、 一 室に 落着き ますと、 すぐに 女 

将 さん も 出て 来て、 みごとな 菓子 や 果物の もてなしが 

ありました。 女将さん は 顔の 色艷 もよ く、 言葉 もてき 

ぱ きして いまして、 髪 だけが 老年ら しく 引きつめ に 

結って あります。 いろいろな こと を 口早に 饒舌り まし 



た。 おもに 昔の ことで、 縁日と か 祭礼と か、 お 酉 様の 

話まで 出ました。 それに また、 午前中の ことと て 客 は 

ありませんで したが、 用が 多くて、 しばしば 席 を 立ち 

ました。 女中 頭ら しい 年増の 女が、 女将さん の 代り を 

つとめました。 

稲荷さん のこと は、 一向に 持ち出されませんでした。 

いつまで 待っても 駄目ら しいので、 A 女が それとなく 

合図 をし ますと、 小 泉さん がそれ を 言い出して くれ ま 

した。 

用件の 話になる と、 こんど は 急速に はかどりました。 

女将さん と 女中 頭と が、 A 女 を あちこち 案内し ました。 



地所 はま だ 広く 残って いますが、 そこ は 将来の 増築の 

場所です し、 庭の 方に も 思うよう な 場所 はなく、 最後 

に、 女将さん の 居間の 横手に 連れて ゆかれました。 

「ここなら どうかと 思 つ ており ますんで すが …… ご 

女将さん は 初めから そこ を 物色して いたらし いよう 

でした。 

A 女の 胸に ぴん ときました。 

—— 不浄の 地。 

A 女 自身に も その 理由 は 分りませんで したが、 静に 

言つ てみ ました。 

「ここ はなんだ か、 不浄な 場所の ような 気が 致し ま 



すご 

女将さん と 女中 頭 は 顔 を 見合せ て、 頷き あいました。 

そして 女将さん が 言 いますに は、 居間 の そば だ から 丁 

度よ いと 思って いたが、 言われて みれば、 なるほど、 

そこの 板塀の 外が 道路に なって いて、 夜分に なると、 

立 小便す る 人が 多い、 とのこと でした。 

そこが だめ だとなる と、 ほかにもう 適当な 場所 はな 

さそう でした。 女将さん は 溜 息をつきました。 

「どうしましょう。 」 

A 女 はた めら わず 言 いました。 

「いえ、 もう 場所 はき まって おります ご 



こんど は A 女が 案内す る番 になって、 一同 は 玄関 か 

ら 表へ 出ました。 

A 女 は 寒竹の 茂みの あたり を 指し示しました。 

「ここが お 宜しい かと 存じます ご 

「女将さん ご 女中 頭が 言いました。 「わたし もそう 申 

してお リ ましたで しょうご 

女将さん は 頷きました。 

事が きまり ますと、 A 女 は その 足で 辞し 去る ことに 

しました。 お 午の 食事の 支度が 出来て るから と、 女将 

さんと 女中 頭 はしき りに 引き止め ましたが、 A 女は鄭 

重に 辞退し ました。 



表の 街路に 出る と、 小 泉さん は A 女 を 仰ぎ見る よう 

にしました。 

「まったく、 あなたに は 感心し ました わご 

A 女 はかる く 含み笑い をし ました。 

「あんなの、 なんでもない ことです よご 

それよりも、 あとに また 別な ことが 出来て きました 

場所が きまった となると、 松し まの 女将さん は、 一 

日 も 猶予せ ず、 稲荷さん の祠の 建設に 取り か かりまし 

た。 それに は 先ず、 地なら し をして、 地所の 浄め をし 

なければ なりません。 その 地所の 浄め を、 A 女に して 

ほしいと 言い出しました。 A 女の 住所 は 内密にして あ 



りました ので、 またも わざわざ、 小 泉さん のと ころへ 

女中が 使に 来ました。 二度 も 来ました。 小 泉さん は A 

女のと ころへ、 往 つたり 来たりし ました。 

A 女 ももう 乗り かかった 船と 諦めました。 その代り、 

条件 を 一 つ 持ち出しました。 稲荷さん の祠が 建ったら、 

伏 見 稲荷の 御札 を 納める 御 魂 入れの 儀式 を 取 行って、 

献饌の 儀 をしたり、 祝詞 を 上げたり しなければ ならな 

いの だが、 それ は 自分の ような 素人に はだめ だから、 

必ず 正式の 神官に 頼んで 貰いたい と、 そういう 条件で 

した。 その 条件 を 守って 貰い さえ すれば、 素人の 我流 

の やり方で は ある けれど、 地所の 浄めは 引受け ましよ 



う、 と 返答し ました。 

それから いろいろ 打合せ をして、 当日、 A 女 はまた 

入念に 化粧 をし 衣裳 を 選んで、 小 泉さん と 一緒に 出か 

けました。 

寒竹の 茂み を 背景に、 平らに 地なら しが 出来て いて、 

そこの 小 地域、 四方に 竹 を 立て、 注 連繩が 張って あり 

ます。 中央に は、 御幣 をつ けた 榊の 枝が 立って おり、 

塩 も 盛 つ てあります。 

A 女 は その 細 そりした 体 を、 いささか 前屈みに して、 

小 揺ぎ もな く 突っ立ち、 拍手 を 打って、 「滌 の祓」 を 読 

み 上げました。 



たかまの はらに かむ づ まります、 すめら かむ つか 

むろぎ かむ ろみの みこと もちて、 すめみ おやかむ 

いざな ぎの みこと、 つくしの ひむ かの たちばなの 

を どの あはぎ はらに、 みそぎ ほら ひた まふと きに 



八百万の 神た ち を 念じて おいて、 それから 次に、 塩 

を 撒きながら、 「心身 清浄の 祓」 を 唱えました。 

とほかみ ゑみた め、 はら ひた まひき よめた まふ。 

かが み の ，、- とく あきらかに、 つ るぎ の ，、- とくい さ 

ぎょく、 たまの ごとくうる はしく、 せいし こんげ 

ん はつような さしめ たま へ …… 



表の 街路に 出る と、 小 泉さん は 囁く ように 言い まし 

た。 

「無理な ことお 願いして、 ほんと に 済みません でし 

た ご 

「いいえ、 おかげで いい 気持ちでした ご 

A 女は頰 笑んで、 空の 遠くへ 眼 を やりました。 

松し まで は、 すぐに、 稲荷の 祠の 建設に 着手し まし 

て、 石の 土台 を 築き あげ、 その上に、 屋根に 銅板 を 張つ 

た 白木の 御堂 を 定着 させました。 御 魂 入れの 儀式 も、 

神官 をた のんで 取 行われました。 昔の ように 幟 を 立て 

幔幕 を 張って、 盛大な お祭りまで しました。 女将さん 



のた だ 一 つの 心残り は、 そのお 祭りに A 女が 来て くれ 

なかった ことだった そうです。 
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